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　1949 年に会員 1000 名を以て発足した大阪労
演（正式名称＝大阪勤労者演劇協会、1957 年ま
では「勤労者演劇協会」）は、1955 年には会員






開を遂げ、1963 年には全国 48 の演劇鑑賞団体
によって「全国労演連絡会議」が設立される。こ
うした動きの中で大阪労演の会員数も増大し、
1964 年には年間平均会員数がほぼ 2 万人に達し
た。かくして大阪労演は、1960 年代半ばにその
全盛期を迎えることとなる。
























り、1955 〜 59 年における両劇団の例会出演回
数は民芸が平均年 3.6 回、俳優座が 3.4 回、全例







1960 〜 69 年を通じて、民芸は平均年 3.9 回、


















ことである。たとえば俳優座による 1964 年 7 月
の「ハムレット」、65 年 10 月の「ファウスト」、






































じさせた。「ぶどうの会」の場合、1961 年 1 月、
2 月と脱会問題が起こり、劇団「造形」、劇団「風」
の設立となったが、これで問題が解決された訳で
はなく、1964 年 9 月にはついに解散という選択
がなされた 2）。戦後新劇を代表する劇団の一つ「ぶ
どうの会」は、こうして姿を消すことになり、大
阪労演での舞台は 1963 年 12 月例会の「沖縄」（木
下順二作）が最後となった。




例会数 民　芸 俳優座 小　計 前進座 ぶどうの会 文学座 関西芸術座
1960 年 12 4 3 7 58.3% — 1 — 2
61 年 12 4 3 7 58.3% 1 1 — 1
62 年 12 4 3 7 58.3% 1 — — 1
63 年 12 4 3 7 58.3% — 2 — 1
64 年 12 4 4 8 66.7% — — 1 1
65 年 12 4 3 7 58.3% — — 1 1
66 年 13 4 4 8 61.5% — — 1 1
67 年 12 4 4 8 66.7% — — 1 1
68 年 12 3 3 6 50.0% — — 2 1
69 年 12 4 4 8 66.7% — — 1 1
小　計 121 39 34 73 60.3% 2 4 7 11


















































　先述のように、1958 年に 1 万 5000 人に達し
た大阪労演の会員数は、1964 年には 2 万人規模
にまで増大し、65 年 10 月例会の俳優座「ファ
ウスト」では 2 万 3650 人という過去最高の会員
数を記録、66 年 10 月例会の俳優座「アンナ・
カレーニナ」でも「ファウスト」に次ぐ 2 万






と、1964 年＝ 1 万 9555 人、65 年＝ 1 万 7328
人、66 年＝ 1 万 6645 人、67 年＝ 1 万 5681 人、
68 年 ＝ 1 万 4608 人、69 年 ＝ 1 万 2743 人 と
なる。その後減少のテンポは加速し、70 年には





では、1964 年の時点で全会員の 57.9% を占めて
いた「民間各産業」に属するサークルの比率が










1966 年 10 月「アンナ・カレーニナ」例会の際
に行われた会員アンケート調査である 4）。この調
査は、会員の年齢・職業・会員歴を含むものであ
り、その集計結果をもとに作成したのが表 2 〜 4
である。まずこれらの表を、1957 年 12 月に行
われた会員実態調査および 1956 年 9 月時点にお
けるサークルの業種別統計 5）と比較してみよう。
　1957 年の調査によれば、当時の会員構成は男
性が 48%、女性が 52% であり、年齢別では 10
〜 20 歳台が男性の場合で 83.5%、女性の場合で
91% を占めていた。これに対し表 2 では、会員構
成は男性が 31.7%、女性が 68.3%、年齢別では男
性の場合で 10 〜 20 歳台が 80.6%、女性の場合
で 10 〜 20 歳台が 85.9% となる。ただし表 4 に
みられるように、この例会では女性の新入会員が
極めて多く、それらを除くと男性は 36.6%、女性




と同様、男女共に 10 〜 20 歳台が大部分を占め





統 計 で は、 各 種 業 種 を 通 じ て「 非 現 業 」 が































会員歴 1 年以内の会員が 46.9%、2 年以内の会員
は 19%、2 〜 5 年の会員は 16.5%、5 年以上の会
員は 14.9% となる。ここにみられる 5 年以上会
表２　大阪労演会員の年齢別構成
全　体 男　性 女　性
総　数 15,151 4,807 31.7% 10,344 68.3%
20 歳以下 3,280 21.6% 597 12.4% 2,683 25.9%
21 〜 25 歳 6,917 45.7% 2,055 42.8% 4,862 47.0%
26 〜 30 歳 2,561 16.9% 1,224 25.5% 1,337 12.9%
小　計 12,758 84.2% 3,876 80.6% 8,882 85.9%
31 〜 40 歳 1,660 11.0% 709 14.7% 951 9.2%
41 歳以上 733 4.8% 222 4.6% 511 4.9%
小　計 2,393 15.8% 931 19.4% 1,462 14.1%
員の少なさは、大阪労演会員を全体としてみれば、






業　種 全　体 男　性 女　性
総　数 15,151 4,807 31.7% 10,344 68.3%
販売関係 563 3.7% 367 7.6% 196 1.9%
サービス 408 2.7% 147 3.1% 261 2.5%
運輸関係 127 0.8% 85 1.8% 42 0.4%
技能・生産工程 602 4.0% 413 8.6% 189 1.8%
小　計 1,700 11.2% 1,012 21.1% 688 6.7%
事務関係 6,220 41.1% 1,284 26.7% 4,936 47.7%
技術・専門職 3,650 24.1% 1,608 33.5% 2,042 19.7%
管理職 247 1.6% 157 3.3% 90 0.9%
学生 1,919 12.7% 587 12.2% 1,332 12.9%
小　計 12,036 79.4% 3,636 75.6% 8,400 81.2%
その他 1,172 7.7% 118 2.5% 1,054 10.2%
不明 243 1.6% 41 0.9% 202 2.0%
表４　大阪労演会員の会員歴
全　体 男　性 女　性
A 総　数 15,151 4,807 31.7% 10,344 68.3%
B 新入会 4,595 30.3% 940 20.5% 3,655 79.5%
C（A − B） 10,556 3,867 36.6% 6,689 63.4%
１年以内 4,951 46.9% 1,662 43.0% 3,289 49.2%
２年以内 2,008 19.0% 754 19.5% 1,254 18.7%
小　計 6,959 65.9% 2,416 62.5% 4,543 67.9%
２〜５年 1,744 16.5% 704 18.2% 1,040 15.5%
５年以上 1,578 14.9% 686 17.7% 892 13.3%
小　計 3,597 31.5% 11,090 35.9% 21,576 28.9%

























表５　大阪労演の年齢別会員構成（1969 年 11 月調査）
全　体 男　性 女　性
全会員
総　数 11,302 3,471 30.7% 7,831 69.3%
20 歳以下 2,144 19.0% 391 11.3% 1,753 22.4%
21 〜 25 歳 5,204 46.0% 1,265 36.4% 3,939 50.3%
26 〜 30 歳 1,966 17.4% 1,005 29.0% 961 12.3%
31 歳以上 1,991 17.6% 810 23.3% 1,181 15.1%
旧会員
総　数 7,563 66.9% 2,669 76.9% 4,894 62.5%
20 歳以下 1,122 14.8% 249 9.3% 873 17.8%
21 〜 25 歳 3,278 43.3% 915 34.3% 2,363 48.3%
26 〜 30 歳 1,579 20.9% 803 30.1% 776 15.9%
31 歳以上 1,584 20.9% 702 26.3% 882 18.0%
新会員
総　数 3,739 33.1% 802 23.1% 2,937 37.5%
20 歳以下 1,022 27.3% 142 17.7% 880 30.0%
21 〜 25 歳 1,923 51.4% 350 43.6% 1,573 53.6%
26 〜 30 歳 387 10.4% 202 25.2% 185 6.3%




















































阪労演』第 253 号（1970 年 5 月）。
